
金

課　　長 参　　事 係　　長 副務者 検算 主務者(監督員)

予算項目 配水費委託料 設　　計　　書

委託番号 委託　第 3 号

年　 　度 令和8年度 作 成 年 月 日 令和8年1月5日
履工期間

令和8年4月 1日から

委 託 名 鉛製給水管取出部解消業務委託 令和9年3月31日まで

委託場所 市内一円

契約者設計金額 円也

財源区分 国　補　　・　　県　補　　・　 [市　単]

費　　　用　　　内　　　訳 業　　務　　概　　要

設  計  額　　（円） 契　約  額　　（円）  給水管連絡工　φ20 　　　６５箇所

　

業　 務　 価 　格  給水管連絡工　φ25 　　　　６箇所

消費税等相当額  舗装工　再生⑤密粒度As　t=5cm 　　　　４０㎡

業　務 委 託  費

 

業　 務　 価 　格

消費税等相当額

主務者(監督員)（職名）氏名

業　務 委 託  費 副務者（職名）氏名
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業務内容

給水管連絡工 φ100×φ20 65箇所
給水管連絡工 φ100×φ25  6箇所

舗装工 再生⑤密粒度As t=5cm  A=40㎡
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数　量 単　価 金　　額 数　量 単　価 金　　額

業　務　費　内　訳　書

名　　　　　　称 形　状　寸　法 単　位 摘　                　　　要

給水管連絡工工事費内訳書
箇所 65 諸経費含

給水管連絡工工事費内訳書
箇所 6 諸経費含

再生⑤密粒度As　t=5cm 舗装工工事費内訳書
㎡ 40 諸経費含

端数処理(万円未満切り捨て)

％ 10
業務委託費

設計金額

業務価格　計

業務価格

　消費税等相当額

舗装工

φ20

給水管連絡工 φ25

直接業務費

給水管連絡工
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数　量 単　価 金　　額 数　量 単　価 金　　額

第　１号明細書
式 1

第　２号明細書
式 1

第　３号明細書
式 1

一般管理費

業務価格

１箇所当り

設計金額

共通仮設費　計

純業務費

現場管理費

業務原価

直接業務費　計

共通仮設費

共通仮設費（率）

舗装工 再生⑤密粒度As　t=5cm
A=50㎡

安全費

直接業務費

給水管連絡工 φ100×φ20　10箇所

業　務　費　内　訳　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０箇所当り

名　　　　　　称 形　状　寸　法 単　位 摘　                　　　要
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

直接業務費

第  1号明細書
式 1

給水管連絡工 φ100×φ20

第  2号明細書
式 1

舗装工 再生⑤密粒度As t=5cm A=50
㎡

第  3号明細書
式 1

安全費

直接工事費 計

式 1
共通仮設費

式 1
共通仮設費（率）

共通仮設費 計

式 1
純工事費

式 1
現場管理費

工事原価

式 1
一般管理費

工事価格

％ 10
消費税等相当額

請負工事費
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

設計金額
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

土工・管工・材料

個 10.0
分水栓用ｷｬｯﾌﾟ φ20

箇所 10
分岐箇所 材工費 010 DIPφ100×φ20（密着コ

ア）

箇所 10
分岐箇所 土工費 市道
AS  5㎝ RC-40 010

φ100 BH0.2 A=0.60
J=1.20

m 20.0
横断箇所 材工費 010 PPφ20

m 20.0
横断箇所 土工費 市道
AS  5㎝ RC-40 010

φ20 BH0.2 A=0.60
J=0.65

箇所 10
宅地内 材工費 010 PPφ20

箇所 10
宅地内 土工費 CON 10㎝
山砂 RC-40 010

A=0.60 J=0.5

m 4.5
試験掘工 AS  5cm 歩･
車道 010

A=0.5 H=1.3 人力 山砂 
RC-40

口 10
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ取外工 010 φ20

口 10
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ継手工 010 φ20

口 10.0
鉛管切断工 010 LPφ20

m3 1
As殻運搬工 DID有ﾀﾞﾝﾌﾟﾄ
ﾗｯｸ4t 010

BH0.2m3積込距離20.0km以下

m3 1
ｱｽﾌｧﾙﾄ投棄処理料 浜田建設 浜田

m3 0.5
Co殻運搬工（無筋） DID
有ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ2t 010

BH0.1m3積込距離20.0km以下
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

m3 0.5
ｺﾝｸﾘｰﾄ投棄処理料 無筋 浜田建設 浜田

m3 2
残土運搬工 DID有 ﾀﾞﾝﾌﾟ
ﾄﾗｯｸ2ｔ 010

人力積込 距離 23.0㎞以
下

m3 13
残土運搬工 DID有 ﾀﾞﾝﾌﾟ
ﾄﾗｯｸ4ｔ 010

BH0.2 積込距離 20.0㎞以
下

m3 15
残土投棄処理料 共優資材 上北手古野

小計

計
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

舗装費

m 70
舗装版切断工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
版 010

15cm以下

m2 50
舗装版破砕工 BH0.20m3 
010

BH直接掘削・積込 10cm以
下

m3 2
As殻運搬工 DID有ﾀﾞﾝﾌﾟﾄ
ﾗｯｸ4t 010

BH0.2m3積込距離20.0km以下

m3 2
ｱｽﾌｧﾙﾄ投棄処理料 浜田建設 浜田

m2 50
不陸整正工 （補充材な
し） 010

W<1.8m ﾀﾝﾊﾟ転圧

m2 50
舗装工 車道表層 再生⑤
(13F) 010

50mm ﾌﾟﾗｲﾑ 1.4m以上
3.0m以下

小計

計
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

安全費

人 30.0
交通誘導警備員 B 010

小計

計
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数　量 単　価 金　　額 数　量 単　価 金　　額

業　務　費　内　訳　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０箇所当り

名　　　　　　称 形　状　寸　法 単　位 摘　                　　　要

第　１号明細書
式 1

第　２号明細書
式 1

第　３号明細書
式 1

一般管理費

業務価格

１箇所当り

設計金額

共通仮設費　計

純業務費

現場管理費

業務原価

直接業務費　計

共通仮設費

共通仮設費（率）

舗装工 再生⑤密粒度As　t=5cm
A=50㎡

安全費

給水管連絡工 φ100×φ25　10箇所

直接業務費
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

直接業務費

第  1号明細書
式 1

給水管連絡工 φ100×φ25

第  2号明細書
式 1

舗装工 再生⑤密粒度As t=5cm A=50
㎡

第  3号明細書
式 1

安全費

直接工事費 計

式 1
共通仮設費

式 1
共通仮設費（率）

共通仮設費 計

式 1
純工事費

式 1
現場管理費

工事原価

式 1
一般管理費

工事価格

％ 10
消費税等相当額

請負工事費
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

設計金額
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

土工・管工・材料

個 10.0
分水栓用ｷｬｯﾌﾟ φ25

箇所 10
分岐箇所 材工費 010 DIPφ100×φ25（密着コ

ア）

箇所 10
分岐箇所 土工費 市道
AS  5㎝ RC-40 010

φ100 BH0.2 A=0.60
J=1.20

m 20.0
横断箇所 材工費 010 PPφ25

m 20.0
横断箇所 土工費 市道
AS  5㎝ RC-40 010

φ25 BH0.2 A=0.60
J=0.65

箇所 10
宅地内 材工費 010 PPφ25

箇所 10
宅地内 土工費 CON 10㎝
山砂 RC-40 010

A=0.60 J=0.5

m 4.5
試験掘工 AS  5cm 歩･
車道 010

A=0.5 H=1.3 人力 山砂 
RC-40

口 10
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ取外工 010 φ25

口 10
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ継手工 010 φ25

口 10.0
鉛管切断工 010 LPφ25

m3 1
As殻運搬工 DID有ﾀﾞﾝﾌﾟﾄ
ﾗｯｸ4t 010

BH0.2m3積込距離20.0km以下

m3 1
ｱｽﾌｧﾙﾄ投棄処理料 浜田建設 浜田

m3 0.5
Co殻運搬工（無筋） DID
有ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ2t 010

BH0.1m3積込距離20.0km以下
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

m3 0.5
ｺﾝｸﾘｰﾄ投棄処理料 無筋 浜田建設 浜田

m3 2.000
残土運搬工 DID有 ﾀﾞﾝﾌﾟ
ﾄﾗｯｸ2ｔ 010

人力積込 距離 23.0㎞以
下

m3 13
残土運搬工 DID有 ﾀﾞﾝﾌﾟ
ﾄﾗｯｸ4ｔ 010

BH0.2 積込距離 20.0㎞以
下

m3 15
残土投棄処理料 共優資材 上北手古野

小計

計
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

舗装費

m 70
舗装版切断工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
版 010

15cm以下

m2 50
舗装版破砕工 BH0.20m3 
010

BH直接掘削・積込 10cm以
下

m3 2
As殻運搬工 DID有ﾀﾞﾝﾌﾟﾄ
ﾗｯｸ4t 010

BH0.2m3積込距離20.0km以下

m3 2
ｱｽﾌｧﾙﾄ投棄処理料 浜田建設 浜田

m2 50
不陸整正工 （補充材な
し） 010

W<1.8m ﾀﾝﾊﾟ転圧

m2 50
舗装工 車道表層 再生⑤
(13F) 010

50mm ﾌﾟﾗｲﾑ 1.4m以上
3.0m以下

小計

計
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

安全費

人 30.0
交通誘導警備員 B 010

小計

計
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

直接業務費

第  1号明細書
式 1

舗装工 再生⑤密粒度As t=5cm A=40
㎡

第  2号明細書
式 1

安全費

直接工事費 計

式 1
共通仮設費

式 1
共通仮設費（率）

共通仮設費 計

式 1
純工事費

式 1
現場管理費

工事原価

式 1
一般管理費

工事価格

％ 10
消費税等相当額

請負工事費

設計金額
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

舗装費

m 40
舗装版切断工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
版 010

15cm以下

m2 40
舗装版破砕工 BH0.20m3 
010

BH直接掘削・積込 10cm以
下

m3 2
As殻運搬工 DID有ﾀﾞﾝﾌﾟﾄ
ﾗｯｸ4t 010

BH0.2m3積込距離20.0km以下

m3 2
ｱｽﾌｧﾙﾄ投棄処理料 浜田建設 浜田

m2 40
不陸整正工 （補充材な
し） 010

W<1.8m ﾀﾝﾊﾟ転圧

m2 40
舗装工 車道表層 再生⑤
(13F) 010

50mm ﾌﾟﾗｲﾑ 1.4m以上
3.0m以下

小計

計
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単位名          称 形  状  寸  法 摘     要
金    額単   価数   量 数   量 単   価 金    額

安全費

人 4.0
交通誘導警備員 B 010

小計

計
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鉛製給水管取出部解消業務委託仕様書

（総則）

第１条 委託者（以下「甲」という。）および受託者（以下「乙」という。）

は、この仕様書の定めに基づき、業務を履行しなければならない。

（目的）

第２条 本仕様書は、甲が乙に託して実施する鉛製給水管取出部解消業務に

関し、必要な事項を定めることを目的とする。

（法令等の遵守）

第３条 乙は、業務の履行に当たり、水道法、労働安全衛生法、その他関係

法令および条例等を遵守しなければならない。

２ 本仕様書に定めのない事項については、「配水管工事標準仕様書」、「配水

管工事標準要領集」、「給水装置工事施行指針」（秋田市上下水道局最新版）

の定めるところによる。

（業務の内容）

第４条 本業務の内容は、配水管から取出されている鉛製給水管を第一止水

栓まで指定された期限内に交換する業務とする。

（業務の依頼）

第５条 甲は、乙に業務を依頼する場合は、依頼書によるものとする。

２ 前項の規定による依頼があった場合は、現場代理人は速やかに監督員と

協議し、現場を確認の上、業務を行わなければならない。

（業務の履行体制）

第６条 乙は、甲の依頼に対応するため、請負内容を履行できる体制を確保

すること。

２ 本業務の履行に当たり、必要となる道路管理者および土地所有者等との

調整は、現場代理人が適切に対応すること。

（主任（監理）技術者等）

第７条 乙は、業務を履行するため主任（監理）技術者および現場代理人を

配置すること。

２ 現場代理人は、業務が円滑に遂行できるよう努めなければならない。

３ 主任（監理）技術者は、業務の適正な履行に必要な技術上の管理を行う

ものとし、土木施工管理技術および管工事施工管理技術、給水装置工事主

任技術者の資格を有する者でなければならない。

４ 主任（監理）技術者および現場代理人は、これを兼ねることができる。

５ 監理技術者に関し、これを補佐するものを置く場合は、監理技術者の複

数現場の兼任を認める。監理技術者の補佐する者の要件は、主任技術者要

件を満たす者のうち、監理技術者の職務に係わる基礎的な知識および能力

を有する者とする。この場合の監理技術者が兼任できる工事現場は、２件
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までとする。

（配管技能者等の資格）

第８条 乙は、業務を履行するに当たり、必要な有資格者を現場ごとに配置

しなければならない。

(1) 鉛製給水管交換

ア 公益財団法人給水工事技術振興財団から給水装置工事配管技能者とし

て認定を受けた者

イ 水道配水用ポリエチレン管のサドル付き分水栓取付け、せん孔作業に

ついては、アの資格、又は配水用ポリエチレンパイプシステム協会主催

の「水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会」を受講した者

(2) 土木工事共通

ア 車両系建設機械運転技能講習修了者

イ 小型移動式クレーン運転技能講習修了者

ウ 旧・地山掘削作業主任者技能講習修了者

エ 旧・土止め支保工作業主任者技能講習修了者

オ 地山の掘削および土止め支保工作業主任者技能講習修了者

カ その他監督員が求める有資格者

（官公署への諸手続）

第９条 乙は、業務の履行に係る官公署への手続について、書類の作成、提

出その他必要な手続を行うものとする。

（提出書類等）

第10条 乙は、契約関係書類のほか、次の表に掲げる書類を指定期日までに監督員

に提出するものとする。

提 出 書 類 提 出 期 日 部 数

業務計画書 業務履行開始１週間前まで １

業務日誌、週間工程表 週１回（月曜日提出） １

業務完了報告書 現場完了後速やかに １

精算用図面 現場完了後速やかに １

数量報告書（交通整理人･投棄等） 現場完了後速やかに １

業務一部完了届 月締後速やかに １

無償台帳又は完成図面 月締後速やかに １(２)
業務写真 月締後速やかに １

請求書兼領収書 精算金額確定後速やかに １

産業廃棄物集計表 年２回（９月・３月） １

工事休止届 年２回(盆、年末年始) １

業務完了届 年度末もしくは全予算執行後 １

２ 乙は、施工箇所において現場踏査を行い、監督員と協議をするものとす

る。

３ 乙は、現場完了後速やかに鉛製給水管取出部解消業務完了報告書、精算

用図面、数量報告書等を基に精算について監督員と協議をするものとする。

４ 提出書類の内容および様式は、配水管工事標準仕様書に準ずるものとし、
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定めのない事項については、監督員と協議し承認を得た上で提出するもの

とする。

５ 甲は、提出書類の部数の変更、業務の一部完了を確認するため他に必要

とする書類等がある場合は、乙に書類の提出を請求することができる。

６ 乙は、前項の規定による請求があった場合は、速やかに甲に書類を提出

すること。

（委託料の支払）

第11条 甲は、前条第１項の規定により提出された書類に基づき、20日まで

に提出されたものについては月末まで依頼書ごとに委託料の精算を行うも

のとする。

２ 委託料の支払いは毎月とし、当月に精算した委託料の合計金額を翌月に

支払うものとする。

３ 甲は、秋田市上下水道局の積算基準に基づいて算出した業務価格に、落

札率を乗じて得た額に消費税等相当額 (10%)を加えた金額を乙に支払うもの
とする。

４ 乙は、甲が業務の一部完了を認めた後に、当該部分の委託料の支払を請

求することができる。

（業務用材料）

第12条 乙は、業務に使用する材料等を速やかに整え、種類および数量につ

いては、甲乙協議の上、決定するものとする。

２ 乙は、業務の履行に当たり、使用材料等に変更が生じた場合においても

臨機に対応すること。

（品質管理等）

第13条 乙は、業務の履行に当たり品質確保の管理方法を明確にし、確実に

写真撮影を行う等管理漏れがないようにするとともに出来形管理について

は、社内検査員が検査を実施し、無償台帳(完成図面等)の確認を行うこと。

（安全の確保）

第14条 乙は、業務の履行に当たり、安全管理に必要な措置を講じ、労働災

害の防止に努めなければならない。

２ 乙は、業務の履行場所およびその付近で行われる道路管理者等の工事が

ある場合は、常に協力して安全の確保のための措置を講じなければならな

い。

３ 乙は、安全上の障害が生じた場合は、直ちに必要な措置を行うとともに

監督員に報告し、追加措置等について協議を行わなければならない。

（業務履行上の諸注意事項）

第15条 乙は、業務の履行に当たり、次に掲げる事項に注意すること。

(1) 業務を行う際は、事前に付近住民に対し騒音や断水等について周知する

こと。

(2) 掘削を行う場合は、矢板材等により土砂および地山の崩壊防止を徹底し、

事故のないように十分注意すること。
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(3) 掘削に当たり、他の占用物件が埋設されている場合は、十分に注意し、

万が一占用物件に損害を与えたときは、全て乙の責任とする。

(4) 鉛製給水管の解消に伴い、宅内掘削を行う場合は、事前に土地所有者の

承諾を得てから行うこと。

（事故の報告）

第16条 乙は、業務の履行中に事故が発生した場合は、直ちに必要な措置を

講ずるとともに、事故発生原因、被害状況、経過および講じた措置につい

て、昼夜を問わず速やかに監督員に連絡しなければならない。その後、甲

に文書等により報告するものとする。

（個人情報の保護）

第17条 乙は、この契約による業務を履行するに当たり、個人情報の保護に

関し、別記「個人情報取扱特記事項」に定める事項を遵守しなければなら

ない。

（設計書の内容）

第18条 本設計書の設計図および設計書は、標準的なものを想定して積算し

たものであるため、実際の業務では、口径、延長等の諸条件が異なるもの

であるほか、業務の件数および施工箇所については、見込みの件数および

箇所を記載したものである。

（契約金額）

第19条 本委託契約の契約金額は、前条により契約締結時点の金額を保証す

るものではない。

２ 本委託契約の契約金額は、年度末の履行状況に応じて甲乙協議の上、変

更契約をするものとする。

（その他）

第20条 この仕様書に定めのない事項又は疑義が生じた事項については、甲

乙協議して定めるものとする。
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別記

個人情報取扱特記事項

（基本的事項）

第１ 乙は、個人情報の保護の重要性を認識し、この契約による業務を実施するに

当たり、個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報を適正に取り扱わ

なければならない。

（秘密の保持）

第２ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人

に知らせ、又は不当な目的に利用してはならない。この契約が終了し、又は解除

された後においても同様とする。

（責任体制の整備）

第３ 乙は、個人情報の安全管理について、内部における責任体制を構築し、その

体制を維持しなければならない。

（派遣労働者等）

第４ 乙は、この契約による業務を派遣労働者等に行わせる場合には、この契約に

基づく一切の義務を遵守させるとともに、甲に対して派遣労働者等による個人情

報の取扱いに関する責任を負うものとする。

（従事者への教育等）

第５ 乙は、この業務に従事している者に対し、在職中および退職後においても、

この契約による業務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、

又は契約の目的以外の目的に利用してはならないことなど、個人情報の保護に関

して必要な事項を教育し、および周知しなければならない。

（適正な管理）

第６ 乙は、この契約による業務に関して知り得た個人情報の漏えい、滅失又は毀

損の防止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければなら

ない。

（収集の制限）

第７ 乙は、この契約による業務を実施するために個人情報を収集するときは、当

該業務を実施するために必要な範囲内で、適正かつ公正な手段により収集しなけ

ればならない。

（利用および提供の制限）

第８ 乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、この契約による業務に関して知

り得た個人情報を契約の利用目的以外の目的のために自ら利用し、又は提供して

はならない。

（複写、複製の禁止）

第９ 乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、この契約による業務を実施する

に当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等を複写し、又は複製

してはならない。

（再委託の制限）

第10 乙は、甲の承認があるときを除き、この契約による個人情報を取り扱う業務
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を再委託（個人情報を取り扱う業務を第三者に委託し、又は請け負わせる場合を

いい、二以上の段階にわたるものを含む。以下同じ。）してはならない。

（再委託する場合の書面の提出）

第11 乙は、個人情報の取扱いを再委託しようとする場合は、あらかじめ当該再委

託の内容等を記載した書面を甲に提出して甲の承認を得なければならない。

２ 乙は、再委託した場合、再委託の相手方にこの契約に基づく一切の義務を遵守

させるとともに、乙と再委託の相手方との契約内容にかかわらず、甲に対して再

委託の相手方による個人情報の取扱いに関する責任を負うものとする。

（再委託する場合の監督等）

第12 乙は、再委託した場合、再委託の相手方に対する監督および個人情報の安全

管理の方法について具体的に規定し、その履行を管理監督するとともに、甲の求

めに応じて、その状況等を甲に報告しなければならない。

（資料等の返還）

第13 乙は、この契約による業務を実施するために甲から貸与され、又は乙が収集

し、もしくは作成した個人情報が記録された資料等を、業務完了後直ちに甲に返

還し、又は引き渡すものとする。ただし、甲が別に指示したときは、その指示に

従うものとする。

（事故発生時における報告）

第14 乙は、この個人情報取扱特記事項に違反する事態が生じ、又は生ずる恐れが

あることを知ったときは、速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。こ

の契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。

（個人情報の取扱状況の報告）

第15 甲は、乙がこの契約において遵守すべき個人情報の取扱いについて、乙にそ

の状況の報告を求めることができる。

（実地調査）

第16 甲は、乙がこの契約による業務を実施するために取り扱っている個人情報の

状況について、随時、実地に調査することができる。

（指示）

第17 甲は、乙がこの契約による業務を実施するために取り扱っている個人情報に

ついて、その取扱いが不適切と認められるときは、乙に対して必要な指示を行う

ことができる。

（契約解除）

第18 甲は、乙がこの個人情報取扱特記事項に違反していると認めるときは、契約

の解除をすることができる。

（損害賠償）

第19 乙がこの個人情報取扱特記事項に違反したことにより甲が損害を被ったとき

は、甲は損害賠償の請求をすることができる。

（注）「甲」は委託者である秋田市上下水道局を、「乙」は受託者をいう。
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業務名

業務箇所

図  名

縮  尺

秋田市上下水道局 水道建設課 図  番

鉛製給水管取出部解消業務委託

市内一円

給水管連絡標準図、土留標準施工図
路面掘削仮復旧標準断面図､標準平面図
路面復旧標準断面図

S=FREE

S=FREE標準平面図 S=FREE路面掘削仮復旧標準断面図

S=FREE土留標準施工図

S=FREE路面復旧標準断面図

S=FREE給水管連絡標準図

※この断面で施工が行えない場合については､その都度協議とする。

本設計図は標準的な参考図であり､実業務
では､各現場で口径､管種､延長等の諸条件が
異なります。
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